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中高連携の新たな局面へ 

 来年度より、従来の三方・美浜両中学校に

加えて、上中中学校も若狭地域の中学校とし

て連携に加わります。それに伴い、名称も「若

狭・美浜地域中高一貫教育」と変更されます。

本通信も、今後四校による中高一貫教育を推

進することを象徴して、「四重奏」というタ

イトルに変更させていただきました。  
 
 １１月１１日（火）には、三方中学校・美

浜中学校２年生対象に、美方高校での体験授

業を実施しました。普段とは違った環境での

目新しい題材に、興味深く学習に取り組んで

いました。  
 先日１１月１３日（木）に、上中中学校２

年生対象の美方高校見学会を実施しました。

初めての高校見学で、多くのことを学ぶこと

のできるよい機会を設けることができまし

た。  
 

また、１１月１３日（木）には、上中中学

校において、保護者対象説明会を実施させて

いただきました。翌週の１１月１８日（火）

美浜中学校、１１月１９日（水）三方中学校

にて、それぞれ説明会を開催させていただき

ました。多数の保護者の皆様のご参加をいた

だきまして、ありがとうございました。  
  
 今回は、中学校での連携クラスの授業の様

子（１学期）と、高校での連携クラス生徒の

取り組みを中心に記事を作成しました。若

狭・美浜地域中高一貫教育の具体的なイメー

ジをお伝えする内容となっております。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 中学校での授業の様子（1 学期） 

三方中学校  

中学校では、英語と数学の時間に連携生徒が１つのクラ

スとなり、それぞれの授業を受けています。11 名の少人数

クラスとなり、授業に集中して取り組みました。  
 数学では、週 4 時間のうち、3 時間は教科書の内容を進

めていきます。残り 1 時間は美方高校の先生とともに、高

校にもつながるような発展的な内容を学習しました。少人

数であるということ、また決まったメンバーで続けている

ということもあり、分からない問題を素直に隣の生徒に聞

き合うことができました。また、気軽に教え合う雰囲気に

もなっていました。時間をかけて難問に挑戦することもで

き、間違えやすい問題を繰り返し取り組んでいくこともで

きました。  
 英語では、週 4 時間のうち 3 時間は教科書の内容を進め

ました。残り 1 時間は、教科書の中にある Speaking Plus
や Writing  Plus などの総合的な活動を行う単元を、美方

高校の先生とともに授業で扱いました。また、「修学旅行の

思い出」について発表会を実施し、個人の発表後、英語で

発言内容について質問する場面を設けました。少人数であ

り、英語に触れる機会が増え、ALT との会話でも自分から

進んで話していこうという意欲を持った生徒が増えまし

た。  

 

 

 

生徒の声  

〇連携クラスの授業は、発展的な内容ということもあり、

数学は難しかったです。しかし、難しい内容でも美方高

校の先生が分かりやすく教えてくださったので理解でき

ました。  
 英語の授業では、英作文に取り組むことが多かったです。

美方高校の ALT の先生に書いた手紙は返事が来て、とて

もうれしかったです。  
 
〇高校の先生に、本格的に教えていただいて、とてもよか

ったです。  
 数学では、高校の内容をちょっとするなど、とても難し

かったけれど、とても分かりやすく教えていただけて、

理解できました。  
 英語では、いろんなゲームとかの楽しい授業で、今まで

以上に英語の授業が好きになれました。  

 

 

 



美浜中学校  

 美浜中学校でも、数学と英語の時間のみ、連携クラスを

編成し、数学は数学教室、英語は国際交流教室で学習して

います。１学期の間は、週に一度、美方高校の先生に教え

ていただきました。  
 数学の授業は、和気あいあいとした雰囲気でやっていま

す。少人数で発表しやすいせいか、どの生徒も気軽に発表

し、分からないところは互いに教えあいながら、和やかに

学習を進めています。生徒が発表したり説明したりする機

会は一般クラスに比べるとはるかに多く、充実した学習と

なっています。教科書も学習進度も一般クラスと同じです

が、高校での学習につながるような発展的なことを指導し

ていただくこともありました。  
英語では、週４時間のうち３時間は教科書の内容を中心

に授業を進めました。言語活動の充実を図ろうと、すこし

レベルを上げたスピーキング活動（ディスカッションやス

ピーチ等）を行ったりライティング活動を頻繁に行ったり

しました。週１時間は、美方高校の先生とのティームティ

ーチングを行いました。Speaking Plus 1, Multi Plus 1, 
Writing Plus 1 などの単元を扱い、教科書の内容にとどま

らず、生徒間および教師生徒間のやりとりを重視した発展

的な言語活動を行いました。美方高校の ALT と手紙を交換

したり、実際のコミュニケーションを意識した言語活動を

取り入れたりすることによって、生きた英語に触れる機会

が増え、全員意欲的に英語学習を行うことができました。  

 

 

 
 

生徒の声  

○僕は連携クラスに入って、落ち着いて勉強できるよう

になりました。分からない問題を先生に質問したり友

達に聞いたりすることもしやすくなりました。連携ク

ラスでは、週に一回、高校の先生が来てくださるので、

高校で出る問題などができていいなと思っています。

大学進学を考えている人には、連携クラスに入るのが

おすすめです。  
○少人数で充実した授業ができて、連携クラスに入って

よかったなと思いました。高校の先生方の授業でも、

分からないところをわかりやすく教えてくださり、と

てもいい勉強ができるようになりました。将来大学に

進みたくて、今からしっかりと勉強したいと思ってい

る人はぜひ、連携クラスに入るとよいと思います。  
 

 

 

 



 

 美方高校連携生徒の様子  

生徒会活動を通して（2 年生）  

 私は連携入試で美方高校に入学して、現在

生徒会に所属し、美方高校の生徒会副会長を

務めています。  
 生徒会では、日々美方高校がよりよい学校

であるために活動しています。  
 前期は、特に学校祭に力を入れてがんばっ

ています。美方高校の学校祭である美高祭は、

学年を超えて一つになれる行事であり、毎年

すごく盛り上がります。  
 後期には球技大会や、美方高校の学校誌で

ある湖光の製作をしています。  
 生徒会活動を通して、美方高校の良さを毎

日発見しています。  
 その良さを、地域の方々や、これから美方

高校に進学を考えている人たちにも知ってい

ただけるとうれしいです。これからも、よい

美方高校であり続けられるようにがんばって

いきたいと思います。  
 

 
 

 
 

部活動の様子（2 年生）  

 私はテニス部で部長をしています。部長と

いう立場で大変なことや、勉強との両立など

難しいですが、毎日がんばっています。  
部活動では、北信越大会出場を目標にし

て、日々一生懸命励んで取り組んでいます。 
 
 

 
 

 

連携生のリーダーシップ 

ボート部 男子キャプテン (美浜 ) 

     女子キャプテン (美浜 ) 

剣 道 部 男子主将 (三方 ) 

     女子主将 (三方 ) 

テニス部 女子キャプテン (美浜 ) 

バレー部 女子キャプテン (美浜 ) 

       副キャプテン (三方 ) 

書 道 部 部長 (三方) 

 

現在の高２生は 35 名が入学しましたが、その

内８名がリーダーとして頑張っています！ 

 

 


